
･日曜日、祝日などの休日において、外来で対処しうる帰宅可能な救急医療を必要とする住民の方に対
し、応急的な診療を提供することができた。
･今後も引き続き、相楽郡広域事務組合との連携のもと住民周知を図っていく。

3-2.＜住民ニーズ等を踏まえた課題・他自治体の取り組みから学べる点＞

･相楽休日応急診療所の円滑な運営を図るため、相楽郡広域事務組合による相楽休日応急診療所運営委
員会において、協議、調整を進め、住民ニーズの把握に努める。
･本町住民に対するより有効な周知方法を研究していく。

実績

3-1.＜指標から読み取れる成果と課題＞

④
目標

実績

⑤
目標

実績
③

目標

実績
②

目標

実績 - - 106
①

目標 - - 140 148 172

H27(試算)

180

H22(実績) H23(実績) H24(実績) H25(実績) H26(試算)

164

⑤

④

③

②

算式・引用等

相楽郡広域事務組合
調べ

重
点

指標 単位
他団体比較

団体名／実績／年度

2.＜指標の設定＞

① ○
相楽休日応急診療所受診者
数(精華町民)

名

実施内容

◆精華町国民健康保険病院の運営　◆京都府や医療機関などとの連携

◆広域的な救急医療体制の充実　◆広域行政課題とし
て斎場･墓地の取り組み　◆安心の医療の確保

基本計画 健康･医療

1.＜施策の概要＞

基本構想 安全･安心で健やかな暮らしのまちづくり
統括課 健康福祉環境部・健康推進課

施策 地域医療･生活衛生

関連課方針・
目標等

148148
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4-2.＜施策を構成する事業の成果と課題＞

･国民健康保険病院事業特別会計繰出金では、指定管理者による運営を継続したことで、従前の直営方
式に比べ、経常的経費への町負担金を軽減することができた。また、一般会計からの繰出金を財源と
して病院改修工事等を実施し、患者の療養環境の改善を図ることができた。
･相楽休日応急診療所負担金事業では、町広報誌｢華創｣やホームページへの掲載により住民周知を進め
た。

5.＜施策の今後の方向性＞

･精華町国民健康保険病院の老朽化対策については、設置者である町が改修工事を進めていく必要があ
る。ただし、一般会計の急激な財政負担を避けるため、引き続き計画的な施工を進めていく。
･相楽休日応急診療所については、今後も引き続き開設者である相楽郡広域事務組合との連携により、
広報活動を進めていく。また、広域的な救急医療体制の充実を図るため、引き続き関係機関に対し働
きかけを行っていく。

9

8

7

6

5

4

3

- 5,481 5,602 6,823 6,823

16,558 15,000一般事業

相楽休日応急診療所負担
金事業

- - 3,859 3,7372

健康推進課 -

一般事業 141

4,958 4,958

- - 3,859 3,737 4,958 4,958

39,652 19,745 18,187
国民健康保険病院事業特
別会計繰出金

35,734 39,162 11,490 36,4651

健康推進課 44,815 43,701 14,278

141

16,558 15,000

35,734 39,162 11,490 36,465

事業費(人件費含む)／事業費のみ／事業費一財　＜単位：千円＞

H22(実績) H23(実績) H24(実績) H25(実績) H26(予算) H27(試算)

4-1.＜施策を構成する事業＞

重
点

部　門
／事業名

／種別／決算書説明頁

149149


